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■通常事業評価シート【R6年度実施事業／福祉部福祉政策課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考

1
高齢者ふれあいセン
ター朝陽指定管理事
業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

高齢者ふれあいセンター朝陽の施
設を円滑に運営管理するため、指
定管理者の指導及び監督を適切に
行う。

株式会社ビケンテクノに管理及び運営
を委託した。

2：一定近づいた 継続 19,109          2,324       21,433     
公民館との機能統合に向け、関係課
との協議・連携を図り円滑な引継ぎ
の調整を行う必要がある。

関係各課（行財政改革課、公共建築
マネジメント課、生涯学習課）と密
に調整・連携を図る。

2
老人クラブ運営助成
事業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

高齢者が生きがいのある生活を送
れるようにするため、老人クラブ
活動に対する指導及び助成を行
う。

老人クラブ連合会が行う事業に要する
経費に対し助成を行った。

5：達成した 継続 3,300            581          3,881       
各単位クラブにおいて、各種活動の
の担い手不足が認められる。

担い手の育成や申請書類等の事務軽
減を図る。

3 長寿慶賀事業
誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

敬老の精神の高揚を図り、世代間
の交流を促進するため、長寿をお
祝いする。

高齢者祝品贈呈　約800人
金婚をお祝いする会申込　92組

3：おおむね近づいた 継続 3,049            726          3,775       開催内容を検討していく。
令和2年度以降は、以前と比べコロ
ナ禍につき開催内容を変更していた
ため、今後について検討が必要。

4
浜老人集会所指定管
理事業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

浜老人集会所の施設を円滑に運営
管理するため、指定管理者の指導
及び監督を適切に行う。

浜校区老人クラブ連合会に管理及び運
営を委託した。

4：大いに近づいた 継続 1,302            908          2,210       

令和6年～、指定管理者の更新並び
に岸和田市受益者負担制度に基づき
利用料などを徴収する条例改正を行
う。

左記につき令和5年度に一部条例改
正行う。令和６年４月より、開館時
間等を変更。

5
シルバー人材セン
ター運営支援事業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

高齢者の生きがいと健康づくり、
社会参加を促進するため、シル
バー人材センターの運営を支援す
る。

岸和田市シルバー人材センターの定款
に規定する事業の実施に要する費用の
うち、センター職員の人件費及び一般
運営費の一部について、補助金を交付
した。

4：大いに近づいた 継続 10,709          726          11,435     

インボイス制度の施行により、シル
バー事業にどのような影響が生じた
のかを踏まえたうえで事業継続に努
める。

令和6年度決算状況を把握し、安定
的な事業継続に向け協議を行う。

6
介護予防事業（他課
からの一部予算分任
事務）

健康意識の向上ととも
に、介護予防が進めら
れ、心身の健康が維持・
増進している

生きがいのある生活や保健医療の
向上を図るため、介護予防を推進
する。

街かどデイハウスに事業の実施を委託
した（施設数2箇所）

3：おおむね近づいた 継続 13,210          363          13,573     事業実施団体の確保が困難である。
事業実施の担い手を確保できるよう
検討していく。

7
老人クラブ運営支援
事業（他課からの一
部予算分任事務）

健康意識の向上ととも
に、介護予防が進めら
れ、心身の健康が維持・
増進している

高齢者が生きがいを持って健康づ
くりを行うのを推進するため、老
人クラブの活動を支援する。

・岸和田市老人クラブ連合会に「生き
がいと健康づくり推進事業」を委託し
た。
・「高齢者趣味の作品展」を岸和田市
老人クラブ連合会に委託した（令和6年
11月12日～14日開催）

4：大いに近づいた 継続 16,176          726          16,902     
令和２年度以降、コロナ禍により、
一部活動に影響が生じた。また、担
い手不足が深刻になっている。

岸和田市老人クラブ連合会事務局と
連携を図り、各種活動に対して、市
広報誌への掲載等を積極的に行う。

8
戦没者遺家族支援事
業

平和で、多様な価値観が
尊重され、他者への理解
が促進し、自分らしく生
活できる環境が整ってい
る

平和の礎となった戦没者を慰霊追
悼するため、戦没者遺族の活動を
支援する。

・岸和田市戦没者追悼式（令和6年9月
21日）の開催
・岸和田市遺族会の団体運営に関し
て、助成金の交付を行った。

4：大いに近づいた 継続 1,581            1,090       2,671       
岸和田市遺族会会員の高齢化が認め
られ、次世代への継承が課題と認め
られる。

岸和田市戦没者追悼式を、次世代参
加型の内容で実施する。

9
戦没者慰霊施設管理
事業

平和で、多様な価値観が
尊重され、他者への理解
が促進し、自分らしく生
活できる環境が整ってい
る

平和の礎となった戦没者を慰霊追
悼するため、戦没者慰霊施設を適
正に管理する。

岸和田市遺族会に維持管理委託を行
い、適正に管理運営を行っていただい
た。

4：大いに近づいた 継続 2,600            1,090       3,690       
一部施設の老朽化が認められるた
め、修繕を含めた検討が必要であ
る。

岸和田市遺族会と定期的に連携をは
かり、施設保全状況を適切に把握す
る。

10 原爆被害者支援事業

平和で、多様な価値観が
尊重され、他者への理解
が促進し、自分らしく生
活できる環境が整ってい
る

戦争被害者の福祉の増進を図るた
め、原爆被害者を支援する。

原爆被害者の会（はづき会）へ補助金
の交付を行った。

5：達成した 継続 200               472          672          事業の継続に努める。
支援の継続を通じて、戦争被害者の
福祉の増進に努める。

11
原爆被害者見舞金給
付事業

平和で、多様な価値観が
尊重され、他者への理解
が促進し、自分らしく生
活できる環境が整ってい
る

被爆者に対しての励ましと援護の
ため、原爆被害者見舞金を支給す
る。

被爆者健康手帳を所持する原爆被害者
に対し１万円を給付した（対象者数40
人）

5：達成した 継続 400               182          582          
対象者の高齢化により、支給件数が
減少した。

転入者については、広報等で周知す
る。
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12
地域福祉計画推進事
業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

ともに支えあう地域環境を整える
ため、地域福祉計画の企画、調整
及び進行管理を行う。

地域福祉推進委員会を開催し、進捗状
況の確認を行うとともに計画推進のた
めの検討を行う（推進委員会開催1回）

5：達成した 継続 140               2,034       2,174       事業の継続に努める。

地域共生社会の実現に向け、関係機
関等のより一層の連携を図るととも
に、第6次地域福祉計画の策定に向
けた調査を実施していく。

13
福祉総合センター管
理事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

福祉総合センターの施設機能を保
持するため、施設を適切に管理す
る。

必要に応じ修繕などを行い、維持管理
に努めた。

4：大いに近づいた 継続 4,076            1,453       5,529       
備品や設備の劣化による修繕などが
増加している。

適宜修繕対応を行っていく。

14
福祉総合センター指
定管理事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

福祉総合センター等の施設を円滑
に管理するため、指定管理者の指
導及び監督を適切に行う。

岸和田市社会福祉協議会に管理及び運
営を委託した。

3：おおむね近づいた 継続 58,950          2,179       61,129     事業の継続に努める。
指定管理施設の適切な管理運営を推
進する。

15
社会福祉協議会支援
事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

地域福祉活動を推進するため、社
会福祉協議会の運営及び事業を支
援する。

社会福祉事業（小地域ネットワーク事
業、地域福祉活動事業、日常生活自立
支援事業）補助金を交付した。

5：達成した 継続 48,480          1,816       50,296     事業の継続に努める。
補助事業等を通じて、地域福祉活動
を推進する。

16
社会福祉団体支援事
業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

地域福祉活動を推進するため、社
会福祉団体の活動を支援する。

４団体に対して補助金を交付した。 4：大いに近づいた 継続 802               145          947          
令和6年4月、補助金、負担金等適
正化基本方針に基づき、各種事業補
助要綱の制定を行った。

令和4年度各団体との協議終了。団
体運営補助から事業補助への転換を
図った。令和５年度、新要綱の制定
（令和６年施行）を行った。

17
岸和田市地域福祉基
金積立事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

高齢者等の保健福祉の増進を図る
ための事業の資金に充てるため、
岸和田市地域福祉基金を適正に管
理する。

令和6年度実績（積立）未定 5：達成した 継続 50                 182          232          事業の継続に努める。 基金の適正管理を推進する。

18
コミュニティソー
シャルワーカー事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

ともに支えあう環境づくりを推進
するため、要援護者に対して、見
守り、相談やサービスの調整など
の支援を行う。

中学校区単位に地域の相談員としてコ
ミュニティソーシャルワーカーを配置
した（11箇所）

5：達成した 継続 43,010          726          43,736     事業の継続に努める。
引き続きCSWの配置をし、支え合
いの環境づくりを進める。

19
地域支え合い体制づ
くり事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

地域における支え合い体制づくり
を推進するため、各種事業を行
う。

要支援高齢者の緊急事態に備えるため
きんきゅうカードを配布した。

4：大いに近づいた 継続 103               363          466          
きんきゅうカードの一層の普及に努
める。

令和7年度より、新たに携帯版カー
ドの配布を行う。

20
日本赤十字社支援事
業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

地域福祉活動を推進するため、日
本赤十字社の事務局として、活動
を支援する。

災害義援金・救援金の受付や献血事
務・募金事務の支援を行った。

4：大いに近づいた 継続 -                    726          726          事業継続の支援に努める。
日本赤十字の活動を市民へ周知啓発
し理解を求める。

21
福祉総合センター運
営事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

市民福祉の向上を図るため、福祉
総合センターにおける事業（指定
管理者が実施する事業を除く）を
円滑に運営する。

「高齢者・障害者の健康相談、退職維
持向上の運動実践指導事業」「ボラン
ティア養成等講座開催委託事業」を委
託した。

5：達成した 継続 16,703          363          17,066     事業の継続に努める。
委託事業等により、市民福祉の向上
を図る。

22
高齢者ふれあいセン
ター朝陽管理事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

高齢者ふれあいセンター朝陽の施
設機能を保持するため、施設を適
正に管理する。

指定管理者が実施した特定建築物的調
査報告等により、施設の現状把握に努
めた。

5：達成した 継続 25                 726          751          
建物は軽微な劣化が認められる。
空調機器の更新が喫緊の課題であ
る。

令和8年度からの、公民館との機能
統合に向け、関係各課や関係機関等
との調整・連携を図る。
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23
公共公益施設整備基
金積立事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

福祉総合センター施設の整備資金
に充てるため、公共公益施設整備
基金を適正に管理する。

自販機設置貸付収入の20㌫（360千
円）を令和7年5月基金繰入

5：達成した 継続 663               182          845          事業の継続に努める。 基金の適正管理を推進する。

24
家族介護支援事業
（他課からの一部予
算分任事務）

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

住み慣れた地域での高齢者の自立
した生活を確保するとともに、家
族介護者を支援するため、必要な
支援サービスを提供する。

在宅で常時紙おむつを使用している高
齢者に対し紙おむつ給付券を支給し、
家庭の経済的負担の軽減と保健衛生の
向上を図った。

5：達成した 継続 37,581          4,722       42,303     
第9期介護保険事業計画（令和6年
4月～）に伴い支給要件等の見直し
を行った。

国、近隣市町村の動向に注視しつ
つ、令和6年７月より、対象要件見
直しを行った。

25
家族介護支援事業
（他課からの一部予
算分任事務）

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

住み慣れた地域での高齢者の自立
した生活を確保するとともに、家
族介護者を支援するため、国制度
の対象外となる在宅高齢者等に対
して必要な支援サービスを提供す
る。

在宅で常時紙おむつを使用している高
齢者に対し紙おむつ給付券を支給し、
家庭の経済的負担の軽減と保健衛生の
向上を図った。

5：達成した 継続 450               182          632          
第9期介護保険事業計画（令和6年
4月～）に伴い支給要件等の見直し
を行った。

国、近隣市町村の動向に注視しつ
つ、令和6年７月より、対象要件見
直しを行った。

26 さわやか生活事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

日常生活上の健康保持を支援する
ため、理美容及び入浴料の助成を
行う。

高齢者入浴モデル事業（デイサービス
の浴場を利用した介護予防事業）、高
齢者等調髪助成事業（さわやか調髪助
成券の交付）を行った。

3：おおむね近づいた 継続 401               363          764          

入浴モデル事業について自宅に浴室
がない方に限られることや、要介護
者はデイサービスを利用できること
から利用者数が減少している。調髪
助成事業については協力店舗を確保
するため検討が必要。

事業内容や周知方法など検討してい
く。

27 高齢者虐待防止事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

高齢者が安心して生活できる環境
をつくるため、虐待の防止や虐待
を受けた高齢者の保護及び養護者
（家族等）に対する支援を行う。

虐待の防止や虐待を受けた高齢者の保
護（居室確保）及び養護者に対する支
援を行った。

4：大いに近づいた 継続 2,460            8,354       10,814     
複雑化・困難化する高齢者虐待への
対応。

ネットワークの強化を図り、より一
層の関係機関等との連携を推進す
る。

28 在宅生活支援事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

高齢者が在宅生活を安心して送れ
るようにするため、各種支援サー
ビスを行う。

・緊急時に簡易に第三者へ通報できる
緊急通報機の貸出を行った
・シルバーハウジング入居者に対し生
活援助員による日常生活支援サービス
の提供を行った

4：大いに近づいた 継続 1,495            726          2,221       事業の継続に努める。
事業の周知に努め、高齢者の在宅生
活における安全の確保を図る。

29 高齢者支援事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

住み慣れた地域での生活を確保す
るため、市民後見人を養成・支援
する。

市民後見人を養成し、後見活動を支援
した（市民後見人養成講座の開催）

4：大いに近づいた 継続 9,682            1,453       11,135     制度の普及啓発に努める。
制度の普及啓発に努め、市民後見人
の周知や機運の醸成を図る。

30
認知症ケア事業（他
課からの一部予算分
任事務）

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

住み慣れた地域での生活を確保す
るため、認知症の方や介護する家
族の支援を行う。

・認知症を支える家族のつどい開催件
数1件
・認知症ケア報告会開催件数1件
・認知カフェ設置数５箇所

4：大いに近づいた 継続 1,363            3,632       4,995       事業継続と充実に努める
事業の普及に努め、認知症の方や介
護する家族の支援を推進する。

31
高齢者支援事業（他
課からの一部予算分
任事務）

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

住み慣れた地域での生活を確保す
るため、在宅生活を営む上での支
援を行う。

・成年後見審判申立件数24件
・成年後見人等報酬助成件数50件

4：大いに近づいた 継続 13,573          3,341       16,914     対象者の増加への対応。
引き続き事業の継続を進めるととも
に、制度の啓発により事業の普及に
努める。

32 老人措置事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

在宅で生活が困難な高齢者の健康
保持及び生活の安定を図るため、
養護老人ホーム及び軽費老人ホー
ムへの入所措置等を行う。

措置対象者数3人 3：おおむね近づいた 継続 11,171          726          11,897     
高齢者の生活の安定のため、必要な
支援を適切に行うこと。

在宅生活が困難な高齢者自身の意思
を尊重したうえで適切な支援を行
う。

33
在日外国人高齢者福
祉金給付事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

国民年金等の給付を受けることが
できなかった在日外国人の福祉の
増進を図るため、岸和田市在日外
国人高齢者給付金を支給する。

支給人数０人（対象者がいないため） 0：進捗なし 継続 -                    -                -                対象者なし 対象者なし
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■通常事業評価シート【R6年度実施事業／福祉部福祉政策課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考

34 災害被害者支援事業
災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

自然災害、火災等の罹災者の一時
的な生活の安定を図るため、災害
見舞金の支給及び援護資金の貸付
を行う。

災害見舞金支給件数7件 3：おおむね近づいた 継続 835               363          1,198       事業の継続に努める。
災害見舞金の支給等を通じて、被災
時の生活の安定を図る。

35
福祉政策課管理事務
事業

持続可能で信頼される行
政になっている

課内・部内の円滑な運営を遂行す
るため、庶務全般を効率的に行
う。

課内事務の円滑な事務遂行を図った。 5：達成した 継続 672               18,160     18,832     
光熱費や物価の高騰に対応に努め
る。

引き続き、事務の円滑な遂行を図
る。

36 民生委員事業
地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

民生委員・児童委員の活動の推進
及び充実を図るため、環境整備に
係る支援を行う。

民生委員推薦会開催　　2回
民生委員永年勤続者表彰　32名

5：達成した 継続 296               5,085       5,381       継続して支援を行う
引き続き、民生委員・児童委員の活
動しやすい環境の整備を行う。

37
民生委員児童委員協
議会支援事業

地域で支えあい、助けあ
える関係が築けている

要援護者の相談、指導、調査その
他地域住民の福祉向上を図るた
め、民生委員・児童委員協議会の
活動を支援する。

社会福祉団体助成金の支出 5：達成した 継続 568               5,085       5,653       継続して支援を行う
引き続き、岸和田市民生委員児童委
員協議会の活動を支援する。

38
生活困窮者自立支援
事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

生活困窮者の早期自立を促進する
ため、包括的かつ継続的な支援を
実施する。

自立相談件数　487件 5：達成した 継続 33,808          10,048     43,856     他機関との連携 アウトリーチの充実

39
物価高騰重点支援給
付金支給事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

電力・ガス・食料品価格等の物価
高騰による負担を軽減するため、
特に家計への影響が大きい低所得
世帯（住民税非課税世帯等）に対
して物価高騰重点支援給付金を支
給する。

住民税非課税世帯等への給付
・令和5年度　均等割のみ課税世帯給付
件数　2,712件
・令和5年度　低所得世帯子育て世帯加
算給付件数　2,555件
・令和6年度　非課税世帯給付件数
2,579件
・令和6年度　均等割のみ課税世帯給付
件数　893件
・令和6年度　子育て世帯加算給付件数
502件
・令和6年度　非課税世帯物価高騰対策
給付件数　24,981件

5：達成した 継続 1,268,050     5,085       1,273,135  事業の継続に努める。
適切な人員配置、適切な部署で事務
を執行する

40
定額減税補足給付金
支給事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

物価高騰下における市民の負担を
緩和するため、定額減税の恩恵を
十分受けられないと見込まれる納
税者に対し、その差額を給付す
る。

定額減税補足給付（調整給付金）件数
32,260件

5：達成した 継続 1,461,176     3,269       1,464,445  事業の継続に努める。
適切な人員配置、適切な部署で事務
を執行する

41
生活困窮者自立支援
事業費国庫負担金償
還事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

生活困窮者自立支援事業を適正に
実施するため、国庫負担金の償還
を行う。

返還額　6,737,532円 5：達成した 継続 6,738            73            6,811       迅速に返還を行う。
過大な返還額にならないよう、適切
な国庫負担協議を行う。

42
生活困窮者自立支援
事業費国庫補助金償
還事業

介護や医療保険、障害者
支援の福祉サービスな
ど、誰もが必要な支援を
受け安心できている

生活困窮者自立支援事業を適正に
実施するため、国庫補助金の償還
を行う。

返還額　237,000円 5：達成した 継続 237               73            310          迅速に返還を行う。
過大な返還額にならないよう、適切
な国庫負担協議を行う。
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■通常事業評価シート【R6年度実施事業／福祉部福祉政策課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考
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■通常事業評価シート【R6年度実施事業／福祉部福祉政策課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考
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■通常事業評価シート【R6年度実施事業／福祉部福祉政策課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考
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